
年間授業計画　

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]
書

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3

【知識及び技能】

外国語によるコミュニケーションの取り方、考え方を養うのに必要な基礎的な知識・技能を習得する。
外国語を聞く、読む、話す、書くことの言語活動を適切に結び付け、コミュニケーションをとれる
思考力、判断力、表現力を養う。

外国語によるコミュニケーションを積極的に取ろうとし、また、その能力を養おうと努力する。

 Lesson２
【知識及び技能】
　チョコレートの歴史について的確
に理解し、その内容を整理して伝え
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　整理した内容を活用して、好きな
食べ物や飲み物について、表現する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　英語でのプレゼンテーションの方
法を理解し、分かりやすく発表しよ
うとしている。

Vivid English CommunicationⅠ（第一学習社）

○ ○

外国語

英語コミュニケーションⅠ

定期考査

 Lesson 4
【知識及び技能】
　eスポーツの特徴について的確に
理解し、その内容を整理して伝える
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　整理した内容を活用して、創作し
たゲームキャラクターに関する説明
文を書いて伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　英語での質問サイトの投稿文の特
徴を理解しようとしている。

左記の目標に書かれた内容を指導
する。また、それに加え、
・１学期中間考査の振り返り
を行う。
また、教科書以外の副教材とし
て、
・英検分野別10分ドリル３級
・英単語ターゲット1200
・Pair&Share1③④
を使用して、英検に対応する力や
語彙力を強化する。特に、英検に
ついては秋に行う全員受検（３
級、既得者はより上位の級）に向
け、指導を強化する。

〇 ○ 〇

【 知　識　及　び　技　能 】

左記の目標に書かれた内容を指導
する。また、それに加え、
・高等学校における英語の授業の
受け方
・英和辞典の使い方
を指導する。
また、教科書以外の副教材とし
て、
・英検分野別10分ドリル３級
・英単語ターゲット1200
・Pair&Share1 ①②
を使用して、英検に対応する力や
語彙力を強化する。

○ ○

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【思考力、判断力、表現力等】

領域

〇

○ ○

日常的な話題および社会的な話題について、多
くの支援を活用すれば、必要な情報を聞いた
り、読んだり、書いたり、話したりすることが
できる。

日常的な話題および社会的な話題について、基本的
な語句や文を用いて、情報や考えを聞いたり読んだ
りし、適切に話したり書いたりすることができる。

〇

単元の目標を高度に達成していると考えら
れる場合はA,十分に達成していると考えら
れる場合はB,B未満はCとする。
評価の方法としては、
・ゴールデンウイークの課題
・単語テスト
・振り返りシート
・音読課題
・音読テスト
・発表
等を使用する。
この授業では英語によるコミュニケーショ
ンを重視するため、文法的な指導は最小限
にとどめ、多くの英語に触れて、４技能５
領域を伸ばすことを重点的に指導し、ま
た、評価する。

１
学
期

○

○

英語コミュニケーションⅠ

思

○

○

○

態

外国語

〇

〇

日常的な話題および社会的な話題について、多く
の支援を活用しながら、自らの外国語を聞く力、
読む力、話す力（やりとり・発表）、書く力を伸
ばそうとし、積極的にコミュニケーションを取ろ
うとする。

〇

〇

1

評価規準

配
当
時
数

1○

20○ ○

単元の目標を高度に達成していると考えら
れる場合はA,十分に達成していると考えら
れる場合はB,B未満はCとする。
評価の方法としては、
・単語テスト
・発表
・振り返りシート
・音読課題
・音読テスト
等を使用する。
この授業では英語によるコミュニケーショ
ンを重視するため、文法的な指導は最小限
にとどめ、多くの英語に触れて、４技能５
領域を伸ばすことを重点的に指導し、ま
た、評価する。
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105

〇 〇 〇

 Lesson9
【知識及び技能】
　海洋プラスティック汚染について
的確に理解し、その内容を整理して
伝えることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　整理した内容を活用して、学校の
環境問題の改善を訴えるためのパラ
グラフを書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　英語でのSNS投稿文の特徴を理解
しようとしている。

 Lesson6
【知識及び技能】
　『この世界の片隅に』の特徴につ
いて的確に理解し、その内容を整理
して伝えることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　関係代名詞について理解を深め、
これらを適切に活用することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　相づち、聞き直しを理解し、円滑
にコミュニケーションを取ろうとす
る。

〇 〇 〇

 Lesson5
【知識及び技能】
　野村萬斎さんの活躍について的確
に理解し、その内容を整理してつた
えることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　整理した内容を活用して、日本の
文化や芸能について説明をし、コメ
ントをすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　わかりやすく日本の文化や芸能に
ついて説明しようとしている。

〇 〇

定期考査

〇

〇

〇

〇

２
学
期

○ ○〇〇 〇

左記の目標に書かれた内容を指導
する。また、それに加え、
・夏休みの課題の振り返り
を行う。
また、教科書以外の副教材とし
て、
・英検分野別10分ドリル３級
・英単語ターゲット1200
・Pair&Share1⑤⑥
を使用して、英検に対応する力や
語彙力を強化する。特に、英検に
ついては秋に行う全員受検（３
級、既得者はより上位の級）に向
け、指導を強化する。

〇

〇

〇 〇〇

12

11

11〇 〇

単元の目標を高度に達成していると考えら
れる場合はA,十分に達成していると考えら
れる場合はB,B未満はCとする。
評価の方法としては、
・単語テスト
・発表
・振り返りシート
・音読課題
・音読テスト
等を使用する。
この授業では英語によるコミュニケーショ
ンを重視するため、文法的な指導は最小限
にとどめ、多くの英語に触れて、４技能５
領域を伸ばすことを重点的に指導し、ま
た、評価する。

単元の目標を高度に達成していると考えら
れる場合はA,十分に達成していると考えら
れる場合はB,B未満はCとする。
評価の方法としては、
・単語テスト
・発表
・振り返りシート
・音読課題
・音読テスト
等を使用する。
この授業では英語によるコミュニケーショ
ンを重視するため、文法的な指導は最小限
にとどめ、多くの英語に触れて、４技能５
領域を伸ばすことを重点的に指導し、ま
た、評価する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

左記の目標に書かれた内容を指導
する。また、それに加え、２学期
中間考査の振り返り
を行う。
また、教科書以外の副教材とし
て、
・英検分野別10分ドリル３級
・英単語ターゲット1200
・Pair&Share1⑦⑧
を使用して、英検に対応する力や
語彙力を強化する。特に、英検に
ついては２次試験対策として
Pair&Shareで英語面接の実戦的な
力を身に着けさせる。

〇

○ 1

1

 Lesson７
【知識及び技能】
　24時間営業店舗のメリット・デメ
リットや歴史について的確に理解
し、その内容を整理して伝えること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　整理した内容を活用して、オリジ
ナルの店舗についてディスカッショ
ンをすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ディスカッションの方法を理解し、
分かりやすく話そうとしている。

〇 〇 〇 〇 〇

定期考査
〇 〇 〇 ○

〇 〇 〇 11

 Lesson8
【知識及び技能】
　AIの特徴や活用事例について的確
に理解し、その内容を整理して伝え
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　関係代名詞について理解を深め、
これらを適切に活用することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　相づち、聞き直しを理解し、円滑
にコミュニケーションを取ろうとす
る。

３
学
期

定期考査

1

左記の目標に書かれた内容を指導す
る。また、それに加え、２学期中間
考査の振り返り
を行う。
また、教科書以外の副教材として、
・英検分野別10分ドリル３級
・英単語ターゲット1200
・Pair&Share1⑨⑩
を使用して、英検に対応する力や語
彙力を強化する。特に、英検につい
ては２次試験対策としてPair&Share
で英語面接の実戦的な力を身に着け
させる。

〇 〇 〇 〇 〇

単元の目標を高度に達成していると考えら
れる場合はA,十分に達成していると考えら
れる場合はB,B未満はCとする。
評価の方法としては、
・単語テスト
・発表
・振り返りシート
・音読課題
・音読テスト
等を使用する。
この授業では英語によるコミュニケーショ
ンを重視するため、文法的な指導は最小限
にとどめ、多くの英語に触れて、４技能５
領域を伸ばすことを重点的に指導し、ま
た、評価する。

〇 〇 〇 12


